
「みねさんぽ」 

前回書いたように事務所から近いお宅へは歩いて訪問している。

今回は訪問から事務所に戻る時のこと。 

前から大きな買い物袋を持って、歩行器を押している方が歩い

てきた。「あ、A さんだ」 

A さんは歩行器をレンタルしているご利用者だ。 

「A さん、こんにちは。お買い物ですか？」 

A さんも僕に気づき、「○○(スーパー)の帰りなの」 

A さんは歩行器を使って毎日近所のスーパーまで買い物に行く

ことが日課となっている。 

「歩行器の調子はいかがですか？」と聞くと「歩行器がないと

もう買い物も怖くて行けない。それに、小さいからスーパーの

中まで持って行けるから便利に使ってます」との事だった。少

し話をして僕は事務所に戻った。 

訪問時に歩いてみると色々なことが分かる。ご利用者が福祉用

具を使用する環境はもちろん、歩いていると偶然でも、その環

境で福祉用具を使用するご

利用者に会って話を聞ける。

歩いてみると色々と分かる

ものだなと。 （2018 年 1月） 


